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今
年
二
月
に
草
津
市
で
行
わ
れ
た
滋
賀

大
学
主
催
の
「
先
人
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
、
「
中
江
藤
樹
」
の
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
藤
樹
人
間
学
塾
の
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
か
ら
「
藤
樹
の
著
書
を

読
ん
で
そ
の
思
想
を
学
び
、
自
分
の
頭
で

考
え
、
良
い
と
思
っ
た
こ
と
は
実
践
す

る
」
こ
と
を
目
的
に
藤
樹
人
間
学
塾
を
始

め
ま
し
た
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
『
翁
問
答
』

で
す
。
集
ま
っ
た
同
志
で
読
み
始
め
ま
し

た
。

　

『
翁
問
答
』
は
、
藤
樹
三
十
四
歳
頃
の

著
作
で
、
そ
の
思
想
は
、
身
分
の
上
下
を

越
え
た
平
等
思
想
に
特
徴
が
あ
り
、
士
・

農
・
工
・
商
の
四
民
に
ま
で
広
く
浸
透

し
ま
し
た
。
「
わ
れ
も
人
も
、
人
間
の
か

た
ち
あ
る
ほ
ど
の
も
の
は
み
な
兄
弟
な

り
」
。

　

青
年
が
問
う
。
「
人
は
、
生
涯
で
、
ど
の

よ
う
な
道

　

師
が
答
え
る
。
「
至
徳
要
道

と
い
う
生
得
の
宝
を
活
か
し
心

に
守
っ
て
五
倫
の
道
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
宝

を
求
め
て
学
ぶ
こ
と
が
儒
者
の

学
問
で
あ
り
、
こ
の
教
え
は
貴

賤
男
女
の
違
い
な
く
本
心
あ
る

人
な
ら
ば
誰
も
が
実
践
で
き
る

道
で
あ
る
」
。

　

平
成
二
十
七
年
か
ら
は
『
大

学
解
』
を
テ
キ
ス
ト
に
読
み
進

め
ま
し
た
。
「
大
学
の
道
は
明

徳
を
明
ら
か
に
す
る
に
在
り
。

民
に
親
し
む
に
在
り
。
至
善

に
止
ま
る
に
在
り
」
。
こ
れ
は

「
良
知
に
至
る
」
こ
と
と
同
じ

で
す
。

　

平
成
二
十
八
年
か
ら
は
『
孝

経
啓
蒙
』
を
読
み
、
議
論
を
進

め
て
い
ま
す
。
「
孝
は
徳
の
本

な
り
。
教
え
の
よ
っ
て
生
ず
る

と
こ
ろ
な
り
。
身
体
髪
膚
は
こ

れ
を
父
母
に
受
け
た
り
。
あ
え
て
そ
こ
な

い
や
ぶ
ら
ざ
る
は
孝
の
始
め
な
り
。
身
を

立
て
、
道
を
行
い
、
名
を
後
世
に
揚
げ
て

も
っ
て
父
母
を
顕
わ
す
は
孝
の
終
わ
り
な

り
」
。

　

藤
樹
の
「
孝
」
の
思
想
は
、
「
孝
」
を

宇
宙
的
な
原
理
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た

点
に
大
き
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。
「
万
事

万
物
の
う
ち
に
孝
の
道
理
備
わ
ら
ざ
る
な

し
。
従
っ
て
人
は
天
地
の
徳
、
万
物
の
霊

な
る
故
に
人
の
心
身
に
孝
の
実
体
み
な
備

わ
り
た
り
。
身
を
離
れ
て
孝
な
く
、
孝
を

 　

日
本
の
誇
り
・
郷
土
の
誇
り　

　
中 

江 

藤 

樹　

　
　

藤
樹
人
間
学
塾
塾
長　

田
中　

清
行

を
選
択
し

て
生
き
方

と
す
る
の

が
よ
ろ
し

い
で
し
ょ

う
か
」
。

離
れ
て
身
な
き
故
に
身
を
立
て
道
を
行
う

が
孝
行
の
綱
領
な
り
」
。

　

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
、
日
々
の
生

活
の
中
で
教
え
を
ど
う
生
か
し
て
い
く

か
、
等
に
つ
い
て
毎
回
活
発
に
議
論
し
て

い
ま
す
。

　

「
中
江
藤
樹
が
い
な
か
っ
た
ら
、
明
治

維
新
は
起
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
の
日
本

の
誇
り
、
郷
土
の
誇
り
で
あ
る
中
江
藤
樹

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
、
ご
一
緒
に
学
び
ま

し
ょ
う
。
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●
心
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
　

講
演
会
（
期
日
等
未
定
）

●
藤
樹
賞
の
選
考
と
表
彰

●
講
演･

講
話
・
指
導
活
動
（
随
時
）

●
論
語
素
読
教
室
（
随
時
）

●
教
材
の
研
究･

開
発

●
紙
芝
居
に
よ
る
啓
発
推
進

●
藤
樹
像
制
作
に
向
け
た
調
査

●
藤
樹
人
間
学
塾
（
毎
月
第
一
土
曜
日
）

●
藤
樹
さ
ん
に
親
し
む
会
（
毎
月
第
一
日

　

曜
日
）

●
会
報
『
高
島
藤
樹
会
』
の
発
行
（
年
三

　

回
）

●
「
高
島
藤
樹
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更

　

新
（
随
時
）

●
小
学
校
立
志
祭
に
啓
発
品
贈
呈
（
「
五

　

事
を
正
す
」
ク
リ
ア
ー
ホ
ル
ダ
ー
）

●
「
中
江
藤
樹
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
等
の
販
売

●
大
洲
祭
り
で
高
島
市
物
産
の
販
売

「
論
語
に
学
ぶ
『
孝
』
の
心
」

　
　
　
　
　

講
師　
　

乾　

進
一　

先
生

●
講
話
を
拝
聴
し
て

　

総
会
に
て
論
語
に
親
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
越　

清
司

　

総
会
後
に
、
論
語
の
お
話
を
（
株
）
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
旧
称
：
松
下
幸
之
助
商
学
院
）
商
道

科
・
論
語
講
師
の
乾　

進
一
先
生
を
お
迎

え
し
て
、
参
加
者
一
同
が
拝
聴
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

六
月
十
八
日
、
安
曇
川
公
民
館
に
お
い

て
、
総
会
並
び
に
研
修
会
（
講
話
）
を
、

百
三
十
名
（
内
委
任
状
百
五
名
）
の
参
加

を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（
事
務
局
）

　

川
越
清
司
会
長
の
挨
拶
の

後
、
深
川
澄
雄
さ
ん
が
議
長

に
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り

ま
し
た
。
は
じ
め
に
平
成

二
十
八
年
度
の
事
業
報
告
と

決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告

が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
定
款
52
条
の
変
更

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

件
に
つ
い
て
は
、
法
の
改
正
に
伴
い
、
こ

の
条
文
の
後
に
「
貸
借
対
照
表
の
公
示
を

こ
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
」

旨
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

続
い
て
、
報
告
事
項
で
あ
る
平
成

二
十
九
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
す
が
に

商
学
院
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
販
売
店
の

後
継
者
を
育

て
る
活
学
論

語
。
章
句
に

親
し
み
な
が

ら
意
味
や
背

景
の
説
明
を

受
け
、
生
徒
達
と
の
や
り
取
り
を
話
さ
れ

な
が
ら
「
孝
」
の
基
本
を
教
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
商
道
と
親
孝
行
の
実
践
的
な

（
私
が
孝
を
学
ん
だ
受
講
生
）
と
の
お
話

は
、
親
子
で
あ
り
な
が
ら
仕
事
を
通
じ
て

子
供
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
表
現
し
、
ま

た
親
が
子
供
に
対
し
て
慈
し
み
の
心
で
対

応
す
る
。
ま
さ
し
く
活
き
た
論
語
教
室
で

し
た
。

　

い
つ
の
時
代
に
も
普
遍
性
を
持
っ
て
い

る
孝
や
譲
、
謙
虚
、
徳
と
い
う
言
葉
も
行

動
も
感
じ
る
の
が
少
な
く
な
っ
て
来
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
経
済
最
優
先
の
風

潮
の
中
で
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
道
徳
を
全

面
に
出
し
、
社
員
や
そ
の
ま
わ
り
の
方
が

学
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
に
敬
服
致
し
ま
す
。

　

講
師
の
お
話
で
は
、
学
院
の
生
徒
さ
ん

達
は
研
修
の
た
め
に
藤
樹
書
院
・
記
念

館
・
神
社
・
墓
所
・
良
知
館
を
訪
れ
る
そ

う
で
す
。
藤
樹
先
生
を
通
じ
て
商
学
院
や

藤
樹
会
の
ご
縁
が
益
々
広
が
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

平成29年度高島藤樹会
　

平
成
二
十
九
年
度　

総
会

　

今
年
度
の
主
な
活
動
予
定

　

研　

修　

会
（
講
話
）

　

ひ
じ
り
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
藤
市
郎

　

台
北
の
孔
子
廟
に
「
有
教
無
類
」
の
巨

大
な
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
論
語
の
中

の
「
子
曰
は
く
、
教
え
有
り
て
類
無
し
。」

で
あ
る
。
様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
教
育
に
よ
っ
て
人
間
に
区
別
が
な
く

な
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
藤
樹
先
生
は

江
戸
時
代
の
初
期
に
上
小
川
の
農
村
を
、

大
洲
で
は
武
士
の
社
会
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
、

行
き
着
い
た
点
は
、
人
間
本
来
の
願
い
は
、

「
心
の
安
楽
」
で
あ
り
、「
日
々
の
健
や
か

な
生
活
子
孫
の
繁
栄
と
長
寿
」
だ
と
さ
れ

た
。武
士
の
支
配
下
に
あ
っ
た
庶
民
に
と
っ

て
、
天
災
、
戦
争
、
飢
餓
、
病
気
、
貧
困

か
ら
の
ス
ト
レ
ス
は
過
大
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
先
生
は
、こ
れ
ら
を
克
服
す
る
根
本
は
、

経
済
の
発
展
も
含
め
て
、
為
政
者
、
庶
民

の
教
育
に
あ
る
と
い
う
信
念
を
抱
か
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
こ
の
学
び
は
、
現
代
の
高
等
教
育

が
目
指
す
知
性
や
学
力
と
は
全
く
異
な
る
。

「
子
曰
は
く
、
過
ち
て
改
め
ず
、
是
を
過
ち

と
謂
う
。」「
上
に
居
て
驕
ら
ざ
れ
ば
、
高

け
れ
ど
も
危
う
か
ら
ず
。」「
法
に
非
ざ
れ

ば
、
言
わ
ず
。
言
、
天
下
に
満
ち
て
口
過

な
く
。」
を
根
底
に
言
行
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
あ
る
。

　

一
国
の
総
理
や
大
臣
、
議
員
と
言
え
ば
、

高
等
教
育
を
受
け
、
品
性
を
培
っ
た
相
当

の
人
物
で
な
け
れ
ば
務
ま
ら
な
い
と
思
わ

れ
る
。
我
が
国
の
教
育
は
、明
治
維
新
以
後
、

今
も
な
お
知
育
、
学
力
偏
重
で
、「
有
教
無

類
」
の
成
果
を
あ
げ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。



　
　

「
藤
樹
人
間
学
塾
」
で
は
、
藤
樹
先
生

の
著
書
を
中
心
に
藤
樹
思
想
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
今
日
的
意
義
を
自
分
の
頭
で
考

え
、
仲
間
と
議
論
し
な
が
ら
考
え
を
深
め
、

日
々
の
生
活
の
場
で
実
践
す
る
こ
と
を
目

的
に
毎
月
第
一
土
曜
日
の
午
後
、
開
催
し

て
い
ま
す
。
本
会
報
で
は
そ
の
模
様
を
お

伝
え
い
た
し
ま
す
。

　

五
月
六
日
（
土
）
午
後
、
第
69
回
人
間

学
塾
を
安
曇
川
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
童
心
塾
と
「
ま
な
ざ
し
」
を
紹

介
。
「
ま
な
ざ
し
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

「
空
と
は
何
ぞ
や
」
の
解
説
を
し
、
私
は

廣
瀬
童
心
先
生
を
師
と
仰
い
で
い
る
が
、

学
ぶ
者
は
師
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
『
孝
経
』
を
素
読
後
、
『
孝
経

啓
蒙
』
の
中
の
「
五
刑
の
章
」
と
「
要
道

（
正
し
い
道
）
を
広
め
る
章
」
を
学
び
ま

し
た
。
概
意
は
、
五
つ
の
刑
罰
の
種
類

は
三
千
に
も
上
る
が
、
不
孝
以
上
の
罪
は

な
い
。
人
々
に
親
愛
の
情
を
教
え
る
に
は
、

孝
の
思
想
を
教
え
る
以
上
の
も
の
は
な
い

････

。

　

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
、
日
本
に
は

儒
教
の
思
想
が
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
。

上
を
敬
う
こ
と
は
大
事
だ
が
、
上
の
考
え

を
盲
信
す
る
の
は
良
く
な
い
。
自
ら
判
断

で
き
る
見
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
議
論
を
し
ま
し
た
。
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藤
樹
人
間
学
塾
…

 
藤
樹
思
想
を
学
び
考
え
実
践
す
る　

　
　
　
　
　

  　

塾
長　

田
中
清
行  

　

六
月
三
日
（
土
）
午
後
、
第
70
回
人
間

学
塾
を
安
曇
川
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
、
石
田
梅
岩
『
都
鄙
問
答
』
の
中
の

「
性
理
問
答
」
の
話
を
紹
介
し
ま
し
た
。

人
の
性
は
善
か
悪
か
。
人
の
心
は
天
と
つ

な
が
り
、
人
の
体
は
地
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。
心
と
身
体
を
つ
な
い
で
い
る
の
が
呼

吸
（
陰
陽
）
。
こ
れ
を
継
ぐ
も
の
が
善
。

従
っ
て
人
の
性
は
善
で
あ
る
と
い
う
思
想

で
す
。

　

『
孝
経
』
を
素
読
後
、
『
孝
経
啓
蒙
』

の
中
の
「
広
至
徳
（
至
徳
を
広
め
る
）

章
」
を
学
び
ま
し
た
。
概
意
は
、
教
養
人

が
孝
す
な
わ
ち
至
徳
を
人
々
に
教
え
る
と

き
、
内
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
外
に
溢
れ
る

よ
う
に
し
て
教
え
る････

。

　

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
、
昔
の
人
は

聞
い
て
覚
え
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
現
代

人
は
文
字
で
覚
え
る
の
で
聞
い
て
覚
え
る

力
が
弱
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
な
ど

と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

塾
の
後
は
、
場
所
を
替
え
て
懇
親
会
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

七
月
一
日
（
土
）
午
後
、
第
71
回
人
間

学
塾
を
安
曇
川
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
孟
子
の
言
葉
「
養
い
て
愛
せ
ざ

る
は
、
こ
れ
を
豚
と
し
て
交
わ
る
な
り
。

愛
し
て
敬
せ
ざ
る
は
、
こ
れ
を
獣
（
け
も

の
）
と
し
て
養
う
な
り
」
を
紹
介
し
ま
し

た
。
二
千
三
百
年
前
の
先
哲
の
言
葉
は
現

代
に
も
通
用
し
ま
す
。

　

『
孝
経
』
を
素
読
後
、
『
孝
経
啓
蒙
』

の
中
の
「
応
感
（
応
じ
感
ぜ
し
む
る
）

章
」
を
学
び
ま
し
た
。
概
意
は
、
古
代
の

明
王
は
、
父
母
に
お
仕
え
し
て
孝
を
尽
く

し
天
地
と
気
持
ち
が
通
じ
た
。
父
は
天
と

繋
が
り
母
は
地
と
繋
が
る････

。

　

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
、
現
代
社
会

の
中
に
も
親
孝
行
や
祖
先
の
霊
を
大
切
に

す
る
と
い
う
考
え
方
は
残
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
多
忙
で
複
雑
化
す
る
社
会
の
中

で
「
孝
」
の
意
識
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
。
そ

の
結
果
、
ス
ト
レ
ス
が
充
満
す
る
社
会
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
解
決
の
た
め
古
典
に

立
ち
返
っ
て
、
自
分
の
生
き
方
を
見
直
す

契
機
と
す
る
こ
と
が
重
要
だ
、
な
ど
と
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

八
月
六
日
（
日
）
午
後
、
第
72
回
人
間

学
塾
を
安
曇
川
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
七
月
に
亡
く
な
っ
た
中
国
の
著

作
家
、
劉
暁
波
氏
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
な
が
ら
政
府
の
反
対
で
式
に
出

ら
れ
ず
、
そ
れ
で
も
彼
は
「
私
に
は
敵
は

い
な
い
」
と
い
う
信
条
を
持
っ
て
い
た
の

は
覚
者
で
あ
っ
た
、
そ
の
思
想
は
藤
樹
や

釈
尊
の
教
え
に
も
通
じ
る
と
い
う
話
を
し

ま
し
た
。

　

『
孝
経
』
を
素
読
後
、
『
孝
経
啓
蒙
』

の
中
の
「
広
揚
名
（
揚
名
を
広
む
る
）

章
」
を
学
び
ま
し
た
。
概
意
は
、
教
養
人

が
至
徳
に
し
た
が
っ
て
孝
の
実
践
を
す
る

こ
と
に
よ
り
名
声
が
遠
く
ま
で
、
後
世
に

ま
で
伝
播
す
る････

。

　

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
、
外
国
人
が

奇
異
に
感
じ
る
、
日
本
人
が
修
身
等
を
大

切
に
す
る
行
動
は
儒
教
や
仏
教
が
浸
透
し

て
い
る
こ
と
に
よ
る
、
そ
れ
が
日
本
の
文

化
で
あ
る
が
若
者
に
は
薄
れ
て
い
る
、
な

ど
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

本
塾
に
は
、
新
し
く
参
加
さ
れ
る
方
が

徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。
「
学
ぶ
は
楽

し
」
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

［
藤
樹
人
間
学
塾　

今
後
の
予
定
］

◎　

九
月
二
日
（
土
）　
　

十
月
七
日
（
土
）

　

十
一
月
四
日
（
土
）
◎
十
二
月
二
日
（
土
）

　
　

一
月
六
日
（
土
）　
　

二
月
三
日
（
土
） 

◎　

三
月
三
日
（
土
）

　

◇　

時
間　

十
五
時
～
十
七
時

　

◇　

場
所　

安
曇
川
公
民
館

　

◇　

◎
印
は
塾
終
了
後
、
別
場
所
で
懇

　
　
　

親
会
あ
り



た
こ
と

で
し
ょ

う
。

　

地
元

の
人
々

の
手
に

よ
り
、

い
つ
も

美
し
く

掃
き
清

め
ら
れ

た
書
院
、

季
節
の
花
々
が
添
え
ら
れ
て
い
る
墓
所
、

清
く
流
れ
る
小
川
と
と
も
に
、
長
く
伝
え

ら
れ
た
良
知
の
心
は
、
引
き
継
が
れ
、
今

も
守
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
話
は
、
藤
樹
先
生
に
関
す
る
伝
え

話
（
口
碑
伝
説
）
の
一
つ
で
す
。

　

先
生
は
自
ら
「
陰
徳
」
の
精
神
を
実
践

し
、
村
人
た
ち
に
も
夜
講
釈
等
で
、
「
人

に
知
ら
れ
な
い
善
行
の
大
切
さ
」
を
教
え

ま
し
た
。

（
紙
芝
居
）

①　

中
江
藤
樹
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
か

ら
、
百
八
十
年
あ
ま
り
あ
と
の
お
話
で
す
。

　

一
人
の
武
士
が
、
遠
く
か
ら
琵
琶
湖
の

西
近
江
路
へ
、
旅
を
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

武
士
『
こ
の
辺
り
が
、
昔
、
中
江
藤
樹
先

　

生
と
い
う
方
が
、
お
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ

　

な
。
』

　

と
、
あ
た
り
を
見
回
し
な
が
ら
、
ひ
と

り
言
を
言
い
ま
し
た
。

（
解
説
）

　

こ
の
「
遺
徳
を
守
る
人
々
」
の
紙
芝
居

は
、
二
つ
の
話
を
中
心
に
構
成
し
ま
し
た
。

前
半
の
話
は
、
一
人
の
武
士
が
先
生
の
お

墓
を
参
拝
し
た
い
と
し
て
、
立
ち
寄
っ
た

時
の
話
で
、
藤
樹
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て

か
ら
百
八
十
年
あ
ま
り
過
ぎ
た
こ
ろ
の
話

で
す
。

　

農
作
業
を
中
断
し
て
ま
で
、
自
宅
へ
戻

り
、
汚
れ
た
野
良
着
を
、
新
し
い
着
物
と

羽
織
に
着
か
え
、
墓
地
ま
で
親
切
に
案
内

し
て
く
れ
る
農
夫
の
温
か
い
姿
に
心
打

た
れ
る
武
士
の
話
で
す
。
こ
の
武
士
こ
そ
、

藤
樹
先
生
や
大
塩
平
八
郎
に
関
す
る
文
献

を
も
と
に
考
え
る
と
、
陽
明
学
を
深
く
学

び
、
広
く
伝
え
た
と
い
わ
れ
る
「
大
塩
平

八
郎
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
藤
樹

先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
も
、
先
生
を
敬

う
心
や
良
知
の
教
え
が
村
人
の
中
に
深
く

根
付
い
て
い
る
こ
と
に
感
銘
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

後
半
の
話
は
、
小
川
村
の
大
火
と
い
う

不
幸
な
出
来
事
が
起
き
た
時
の
こ
と
で

す
。
火
事
が
起
き
た
と
き
、
村
人
た
ち
は

我
が
家
よ
り
先
に
、
書
院
の
大
切
な
書
籍

や
物
品
を
、
力
を
合
わ
せ
て
無
事
に
運
び

出
し
ま
し
た
。
村
の
家
の
約
半
数
を
焼
失

し
た
こ
の
大
火
は
、
藤
樹
書
院
に
も
及
ん

で
、
全
焼
し
た
の
で
す
。
村
人
の
献
身
的

な
力
が
な
か
っ
た
ら
、
何
も
残
ら
な
か
っ

武
士
『
よ
う
や
く
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と

　

が
で
き
た
。
是
非
と
も
中
江
藤
樹
先
生

　

の
お
墓
を
お
参
り
し
た
い
な
。
』

   

と
、
大
き
な
街
道
か
ら
横
道
に
入
り
ま

し
た
。

②　

武
士
『
藤
樹
先
生
の
お
墓
は
、
た
し

　

か
小
川
村
だ
っ
た
な
。
』

　

し
ば
ら
く
歩
い
て
い
く
と
、
畑
仕
事
を

し
て
い
る
、
村
人
に
出
会
い
ま
し
た
。

武
士
『
そ
う
だ
、
あ
の
村
人
に
聞
い
て
み

　

よ
う
。
』　
　

　

武
士
は
近
く
ま
で
い
く
と
、

武
士
「
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る

　

の
だ
が
。
」

と
、
声
を
か
け
ま
し
た
。

村
人
「
は

い
、
私
で

す
か
。
」

　

村
人
は

手
を
止
め

て
振
り
向

き
ま
し
た
。

そ
の
手
は

泥
で
汚
れ
、

継
ぎ
は
ぎ

で
直
し
て

あ
る
仕
事

着
に
も
、
泥
が
付
い
て
い
ま
す
。

村
人
「
何
か
ご
用
で
す
か
。
」

　

武
士
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
村
人
が
、

恐
る
恐
る
た
ず
ね
ま
し
た
。

武
士
「
手
を
止
め
て
す
ま
ん
な
。
じ
つ
は

　

こ
の
辺
り
に
、
中
江
藤
樹
先
生
の
お
墓

　

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
の
だ
が
、
知
ら

　

ぬ
か
な
。
」

　

そ
れ
を
聞
い
た
村
人
は
、
急
に
し
ゃ
ん

と
、
背
中
を
の
ば
し
て
言
い
ま
し
た
。

村
人
「
藤
樹
さ
ん
の
お
墓
で
し
た
ら
、
存

　

じ
て
お
り
ま
す
。
私
が
ご
案
内
い
た
し

　

ま
し
ょ
う
。
」

　

村
人
が
、
先
に
立
っ
て
歩
き
出
し
ま
し

た
。

③　

途
中
で
、
小
さ
な
農
家
の
前
ま
で
来
る

と
、

村
人
「
少
し
の
間
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
」　

　

村
人
は
、
家
の
中
へ
入
っ
て
い
き
ま
し

た
。
間
も

な
く
出
て

き
た
村
人

は
、
汚
れ

た
顔
や
手

を
き
れ
い

に
洗
っ
て

新
し
い
着

物
と
羽
織

に
着
か
え

て
い
ま
し

た
。

村
人
「
大
変
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。
」

　

武
士
に
一
礼
を
し
て
、
ま
た
、
先
に

立
っ
て
歩
き
出
し
ま
し
た
。

武
士
『
う
む
、
さ
て
さ
て
、
こ
れ
は
ま
た

　

な
ん
と
い
う
男
だ
、
着
物
ま
で
着
か
え

　

な
く
て
も
、
道
さ
え
教
え
て
く
れ
た
ら

　

よ
い
も
の
を････

』

   

と
、
思
い
な
が
ら
つ
い
て
い
く
と
、
間

4

「
藤
樹
紙
芝
居
」
の
紹
介
⑧

　

『
遺
徳
を
守
る
人
々
』
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り
ま
せ
ん
。

汚
れ
た
着

物
で
藤
樹

さ
ん
の
お

墓
へ
は
行

け
ま
せ
ん
。

昔
か
ら
み

ん
な
藤
樹

さ
ん
に
は

い
ろ
ん
な

こ
と
を
教

え
て
い
た

　

だ
き
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か

　

ら
。
し
か
し
、
藤
樹
さ
ん
を
敬
う
も
の

　

は
、
私
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

　

村
の
者
は
一
人
残
ら
ず
、
み
ん
な
先
生

　

を
敬
っ
て
い
ま
す
。
」

　

村
人
は
続
け
て
言
い
ま
し
た
。

村
人
「
親
を
大
事
に
し
て
、
兄
弟
仲
良
く
、

　

平
和
に
暮
ら
す
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ

　

た
の
は
、
藤
樹
さ
ん
の
お
か
げ
な
ん
で

　

す
。
〝
だ
か
ら
い
つ
も
感
謝
し
な
け
れ

　

ば
い
け
な
い
〟
と
、
私
の
親
も
、
常

　

日
頃
か
ら
言
っ
て
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し

　

た
。
」

　

と
、
答
え
ま
し
た
。

⑥　

武
士
は
、
初
め
は
た
だ
、
藤
樹
先
生

の
お
墓
を
お
参
り
し
た
い
ぐ
ら
い
に
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
村
人
の
様
子
を
見
て
、

武
士
は
も
う
一
度
て
い
ね
い
に
お
参
り
を

し
ま
し
た
。

武
士
「
世
間
で
は
、
先
生
の
こ
と
を
、
近

　

江
聖
人
と
言
っ
て
い
る
が
、
本
当
の

も
な
く
お
墓
に
つ
き
ま
し
た
。

④　

村
人
「
こ
ち
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

    

村
人
は
、
竹
の
と
び
ら
を
開
い
て
、

村
人
「
ど
う
ぞ
、
お
入
り
に
な
っ
て
お
参

　

り
く
だ
さ
い
。
」

   

と
、
言
っ
て
自
分
は
外
で
、
ひ
ざ
を
つ

い
て
深
々
と
礼
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
見
た
武
士
は
、
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。

武
士
『
そ
う
か
、
着
物
を
着
か
え
た
の
は
、

　

私
の
た
め
で
は
な
く
、
藤
樹
先
生
を
敬

　

っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
。
』　

武
士

は
、
心

の
中
で

と
て
も

恥
ず
か

し
く
な

り
ま
し

た
。

　

武
士

は
竹
で

囲
ま
れ

た
中
へ

入
り
、
藤
樹
先
生
の
お
墓
に
心
静
か
に
手

を
合
わ
せ
て
お
参
り
を
し
ま
し
た
。

⑤　

お
参
り
が
終
わ
る
と
、
武
士
が
村
人

に
、
た
ず
ね
ま
し
た
。

武
士
「
そ
な
た
は
着
物
ま
で
着
か
え
て
案

　

内
を
し
て
く
れ
た
が
、
藤
樹
先
生
の
親

　

せ
き
の
方
か
な
。
」

　

村
人
は
手
を
振
っ
て
言
い
ま
し
た
。

村
人
「
い
い
え
、
私
は
親
せ
き
で
は
あ

聖
人
だ
と

い
う
こ
と

が
、
今
、

よ
う
や
く

わ
か
り
ま

し
た
。
よ

く
案
内
し

て
く
れ
ま

し
た
。
本

当
に
あ
り

が
と
う
ご

　

ざ
い
ま
し
た
。
」

　

武
士
は
村
人
に
対
し
て
、
お
礼
を
言
い

ま
し
た
。

村
人
「
よ
う
こ
そ
、
お
参
り
く
だ
さ
い
ま

　

し
た
。
ど
う
ぞ
、
気
を
つ
け
て
、
旅
を

　

お
続
け
く
だ
さ
い
。
」

　

武
士
は
、
も
う
一
度
て
い
ね
い
に
礼
を

す
る
と
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

⑦　

今
日
も
小
川
村
の
人
た
ち
は
、
書
院

や
お
墓
の
お
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。

キ
ク
「
昨

日
の
風
で
、

今
朝
は
藤

樹
さ
ん
の

書
院
の
庭

に
落
ち
葉

が
た
く
さ

ん
落
ち
て

き
た
の
で
、

お
掃
除
に

来
た
ん
で

す
よ
。
」

　

キ
ク
さ
ん
が
ほ
う
き
で
落
ち
葉
を
を
掃

き
な
が
ら
、
後
か
ら
や
っ
て
き
た
清
助
さ

ん
に
言
い
ま
し
た
。

清
助
「
そ
れ
は
ご
苦
労
さ
ん
で
す
。
私
も

　

こ
れ
か
ら
藤
樹
さ
ん
の
お
墓
に
。
せ
っ

　

か
く
き
れ
い
な
お
花
を
か
ざ
っ
て
も
ら

　

っ
た
の
に
、
竹
の
囲
い
が
だ
い
ぶ
傷
ん

　

で
き
た
の
で
。
ち
ょ
っ
と
、
竹
や
ぶ
で

　

竹
を
切
っ
て
き
て
、
直
そ
う
と
思
っ
て

　

い
る
ん
で
す
よ
。
」

　

と
、
言
っ
て
清
助
さ
ん
は
、
竹
を
取
り

に
出
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
藤
樹
先
生
が
亡
く
な
ら

れ
て
か
ら
も
、
小
川
村
の
人
た
ち
は
、
藤

樹
書
院
や
、
お
墓
の
お
世
話
を
喜
ん
で
し

て
い
ま
し
た
。

⑧　

武
士
が
お
墓
参
り
を
し
て
か
ら
、

五
十
年
ほ
ど
過
ぎ
た
、
明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
年
）
九
月
二
十
六
日
の
夜
、

カ
ー
ン
！　

カ
ー
ン
！　

カ
ー
ン
！　

カ
ー
ン
！

　

小
川
村
で
火
事
を
知
ら
せ
る
半
鐘
が
、

激
し
く
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
村
人
た
ち

は
お
ど
ろ
い

て
、
家
の
中

か
ら
外
へ
飛

び
出
し
ま
し

た
。
す
る
と
、

強
い
風
の
中
、

火
事
で
空
が

真
っ
赤
に
染

ま
っ
て
い
ま

す
。
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気
を
つ
け
ろ
よ
ー
。
危
な
い
ぞ
ー
。
」

　

み
ん
な
で
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
、

次
々
と
藤
樹
先
生
の
残
さ
れ
た
大
事

な
書
物
や
遺
品
を
運
び
出
し
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
、
す
べ
て
の
物
を
運
び
出
し

た
と
き
、
書
院
に
も
火
が
移
り
、
大
き
な

炎
に
包
ま
れ
、
燃
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

⑩　

朝
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
火
が
消
え

た
と
き
に
は
、
小
川
村
の
半
分
以
上
の
家

が
燃
え
て
し
ま
う
、
大
火
事
と
な
っ
て
い

た
の
で
し
た
。

　

家
が
燃
え
て
、
村
人
た
ち
は
住
む
家
も

な
く
な
り
、
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

五
平
「
み
ん
な
、
家
も
何
も
か
も
な
く
な
っ

　

て
し
も

　

う
た
。

　

明
日
か

　

ら
ど
う

　

し
た
ら

　

ら
え
え

　

ん
や
ろ

　

か
。」

　

火
事
さ

わ
ぎ
で
、

破
れ
て
し

ま
っ
た
着

物
に
、
ス
ス
で
黒
く
な
っ
た
顔
を
、
お
互

い
に
見
合
わ
せ
ま
し
た
。

兵
七
「
で
も
な
、
藤
樹
さ
ん
の
大
事
な
も

　

の
は
、
み
ん
な
で
運
び
出
せ
て
よ
か
っ

　

た
な
ー
。
き
っ
と
、
藤
樹
さ
ん
も
喜

　

ん
で
く
だ
さ
っ
て
る
よ
。 

あ
し
た
か

村
人
「
火
事
だ
ー
、
火
事
だ
ー
、
」

と
、
叫
ぶ
大
声
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

大
変
で
す
。
村
の
中
が
火
の
海
に
な
っ

て
、
音
を
立
て
て
燃
え
盛
っ
て
い
ま
す
。

村
人
た
ち
は
、
火
の
見
え
る
方
へ
、
火
消

道
具
を
持
っ
て
走
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
時
で
す
。
み
ん
な
が
口
々
に
叫
び

ま
し
た
。

村
人
「
お
ー
い
、
藤
樹
さ
ん
の
家
が
危
な

　

い
ぞ
ー
。
み
ん
な
早
く
行
っ
て
大
事
な

　

も
の
を
全
部
出
す
ん
だ
ー
。
」

　

自
分
の
家
に
も
火
が
近
づ
い
た
り
、
燃

え
た
り
し
て
い
る
の
も
か
ま
わ
ず
に
、
お

お
ぜ
い
の
村
人
が
、
書
院
の
方
へ
走
り
出

し
ま
し
た
。

⑨　

火
事
は
強
い
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
ど

ん
ど
ん
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
藤
樹

書
院
に
も
火
の
粉
が
飛
ん
で
き
て
、
い
つ

燃
え
移
る
か
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
来

て
い
ま
す
。
村
人
た
ち
は
、
火
の
粉
が
飛

び
交
う
中
で
、
頭
か
ら
水
を
か
ぶ
っ
て
、

次
々
と
書

院
の
中
へ

飛
び
込
み

ま
し
た
。

巳
之
吉

　

「
お
ー

　

い
、
早

　

く
こ
れ

　

を
出
す

　

ん
だ
。」

五
助
「
暗

　

い
か
ら
、

　

ら
、
ま
た
、
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
が

　

ん
ば
ろ
う
よ
。
」

　

兵
七
さ
ん
が
、
汚
れ
た
顔
に
涙
を
浮
か

べ
な
が
ら
、
み
ん
な
に
声
を
か
け
ま
し
た
。

三
吉
「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
。
火
事
で
亡
く

　

な
っ
た
人
は
一
人
も
い
な
い
し
、
も
う

　

一
度
、
み
ん
な
で
一
緒
に
頑
張
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
藤
樹
さ
ん
の
書
院
も
、
も
う

　

一
度
立
派
な
も
の
を
建
て
る
ん
や
。
」

　

三
吉
さ
ん
も
、
み
ん
な
を
励
ま
し
て
言

い
ま
し
た
。

み
ん
な
「
よ
う
し
、
わ
し
ら
も
が
ん
ば
る

　

で
ー
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
自
分

　

ら
の
家
も
、
藤
樹
さ
ん
の
家
も
、
建
て

　

る
ん
や
ー
。
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
。
」

　

「
お
ー
。
」

　

み
ん
な
の
力
強
い
大
き
な
声
が
、
小
川

村
中
に
ひ
び
き
渡
り
ま
し
た
。 

⑪　

小
川
村
の
大
火
事
か
ら
二
年
後
、
藤

樹
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
二
百
三
十

四
年
が
経
っ
た
、
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
年
）
小
川
村
の
人
た
ち
や
、

近
隣
の
多
く
の
人
た
ち
の
力
に
よ
っ
て
、

再
び
、
新
し
い
藤
樹
書
院
の
、
立
派
な
建

物
が
完
成
し
ま
し
た
。

兵
七
「
み
ん
な
よ
か
っ
た
な
ー
。
多
く
の

　

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
立
派
な
藤
樹
書

　

院
が
建
っ
た
よ
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん

　

な
で
仲
良
く
、
し
っ
か
り
と
藤
樹
先
生

　

の
教
え
を
み
ん
な
に
伝
え
な
が
ら
、
書

　

院
や
お
墓
を
守
っ
て
い
こ
う
。
」

　

小
川
村
の
人
た
ち
の
顔
が
笑
顔
で
生
き

生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

藤
樹
書

院
が
新
し

く
な
っ
て

百
三
十
年

年
あ
ま
り

過
ぎ
ま
し

た
。
今
日

も
藤
樹
書

院
や
先
生

の
お
墓
は

上
小
川
の

人
々
の
手

に
よ
り
、
き
れ
い
に
お
掃
除
が
さ
れ
、
お

花
も
飾
ら
れ
、
清
く
流
れ
る
小
川
と
と
も

に
美
し
く
守
ら
れ
て
、
藤
樹
先
生
を
慕
っ

て
訪
れ
る
、
多
く
の
人
た
ち
を
迎
え
て
い

ま
す
。
そ
の
陰
に
は
、
藤
樹
先
生
の
教
え

を
、
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
代
々

伝
え
つ
な
い
で
、
今
に
至
っ
て
い
る
上
小

川
の
人
た
ち
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
で

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
お
し
ま
い
）

　

今
回
の
紙
芝
居
は
、「
う
そ
は
つ
け
ぬ
」

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都

合
等
で
「
遺
徳
を
守
る
人
々
」
の
紙
芝

居
の
紹
介
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
会
）



▼
大
谷
仁
兵
衛
（
お
お
た
に
に

へ
い
）
氏
は
、
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
年
）
近
江
高
島
郡
三
谷

村
（
現
滋
賀
県
高
島
市
今
津
町

椋
川
）
に
栗
田
長
五
郎
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
名

を
捨
吉
と
言
い
、
明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
年
）
、
京
都
の
出

版
書
店
『
大
谷
屋
』
に
奉
公
に

出
ま
し
た
。

　

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五

年
）
才
覚
と
人
物
を
認
め
ら
れ

大
谷
家
に
入
籍
し
、
名
を
大
谷

仁
兵
衛
と
改
め
ま
し
た
。
明
治

三
十
五
年
（
一
九
◯
二
年
）
に

は
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
た

『
帝
国
地
方
行
政
学
会
』
（
現

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
）
を
継

承
し
、
同
社
で
我
が
国
で
初
の

加
除
式
法
規
集
を
発
案
し
『
法

規
全
書
』
を
出
版
し
ま
し
た
。
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････

（
略
）････

」

　

校
舎
と
不
老
閣
の
新
築
竣
工
式
は
、
大
正

十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
十
二
月
十
三
日
に

執
行
さ
れ
、
高
島
郡
長
を
は
じ
め
郡
会
議
員

等
の
多
数
の
来
賓
を
招
い
て
、
洋
風
・
上
下

水
道
完
備
の
新
校
舎
が
披
露
さ
れ
た
。････

十
三
万
余
円
の
巨
費
を
投
じ
て
前
後
三
年

に
及
ん
で
竣
工
し
た
分
教
場
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
銅
板
葺
き
と
い
う
滋
賀
県
下

に
ま
っ
た
く
例
を
見
な
い
洋
館
建
て
で
あ
っ

た
。････

　

洋
風
校
舎
を
新
築
す
る
決
断
を
下
し
た

大
谷
氏
に
は
「
教
育
の
成
果
を
期
す
る
に

は
よ
き
教
員
を
得
る
に
如
か
ず
」
と
い
う

深
謀
が
あ
っ
て
、
校
地
続
き
の
一
段
高
い
展

望
の
佳
い
所
に
、
堂
々
た
る
和
風
の
教
員

住
宅
も
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
大
谷
氏
は

「
漢
学
」
を
愛
し
、
老
子
の
谷・

・

・

・

神
不
老
の

語
に
惹
か
れ
て
、
椋
川
校
の
敷
地
一
帯
を

財・

・

・

・

・

・

・

団
法
人
不
老
會
の
所
有
地
と
登
記
し
て
そ

の
事
務
所
を
椋
川
校
の
教
員
住
宅
の
棟
続
き

に
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の

丘
に
上
る
凡
そ

三
百
メ
ー
ト
ル

の
道
路
に
架
か

る
橋
に
は
、

不・

・

・
老
橋
の
銘
版

を
は
め
込
ん

で
、
谷
神
不
老

の
信
條
を
吐
露

し
た
の
で
あ

る
。
』

そ
の
後
『
内
外
出
版
会
』
・
『
東
西
医
学

社
』
・
『
帝
国
法
規
出
版
』 

な
ど
を
創
立
。

ま
た
印
刷
技
師
で
あ
っ
た
杉
本
京
太
に
資
金

支
援
を
行
い
和
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
が
開
発

さ
れ
る
と
、
翌
年
特
許
を
取
得
の
上
、
大
正

六
年
（
一
九
一
七
年
）
自
ら
社
長
と
な
り
資

本
金
三
十
万
円
で
東
京
市
京
橋
区
（
現
東
京

都
中
央
区
京
橋
）
に
日
本
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

株
式
会
社
（
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
年
）

キ
ヤ
ノ
ン
が
資
本
参
加
。
現
キ
ヤ
ノ
ン
・
エ

ヌ
・
テ
ィ
ー
・
シ
ー
株
式
会
社
）
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
一
年
（
一
八
五
六
年
）
に
、
九

十
一
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

（
参
考
：
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
）

▼

成
功
を
お
さ
め
た
大
谷
仁
兵
衛 

氏
が
、
自

分
の
出
身
地
で
あ
る
椋
川
の
学
校
の
荒
廃
が

激
し
く
、
新
築
の
必
要
が
あ
る
な
か
で
、
村

が
資
金
不
足
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
聞

き
、
学
校
建
設
費
用
の
寄
付
を
申
し
出
ま
し

た
。

　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
十
二
月
、

現
在
の
椋
川
分
校
敷
地
に
完
成
し
た
校
舎

は
、
鉄
筋
ブ
ロ
ッ
ク
銅
板
ふ
き
耐
震
耐
火
構

造
で
、
普
通
教
室
の
ほ
か
、
特
別
室
・
裁
縫

室
・
応
接
室
・
事
務
室
・
図
書
室
・
会
議

室
・
雨
天
体
操
場
・
水
道
設
備
な
ど
を
備

え
、
こ
の
当
時
と
し
て
は
県
下
で
も
他
に
類

を
見
な
い
ほ
ど
の
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

　
　
　

（
参
考
：
「
広
報
た
か
し
ま
」
）

▼

大
谷
仁
兵
衛
氏
と
こ
の
分
教
場
建
築
の
こ

と
に
つ
い
て
、
澤
田
純
三
氏
が
『
区
誌
椋

川
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

『････

山
裾
に
学
校
が
建
っ
た
の
は
、
捨
七

が
十
歳
の
時
（
明
治
十
年
）
で
あ
っ
た
。
弟

の
身
で
行
く
末
を
案
じ
て
い
た
矢
先
に
、
学

ん
だ
「
無
学
而
不
成
（
ガ
ク
ナ
ク
シ
テ
ナ
ラ

ズ
）
」
の
一
語
は
、
脳
裏
に
深
く
染
み
こ
ん

で
い
っ
た
。

　

京
都
の
四
大
書
肆
（
し
ょ
し
）
に
数
え
ら

れ
た
大
谷
家
で
働
き
始
め
た
こ
ろ
、
故
郷
の

学
校
が
焼
け
た
り
教
員
が
来
な
い
な
ど
の
話

を
耳
に
し
て
、
歯
ぎ
し
り
を
し
た
に
違
い
な

い
。

　

大
谷
氏
が
東
京
の
業
界
に
雄
飛
す
る
こ
と

三
十
年
、
父
祖
の
地
に
報
恩
す
る
に
は
学
校

に
如
か
ず
と
、
椋
川
学
校
の
新
築
事
案
を
村

に
諮
っ
た
の
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

当
時
二
十
四
歳
の
青
年
で
あ
っ
た
私
の
父

は
「
年
代
記
」
の
中
で
、
大
正
十
年
の
椋
川

区
の
移
ろ
い
を

「
学
校
狭
ク
シ
テ
増
築
ヲ
要
ス
ル
ト
ハ
数
年

前
ヨ
リ
言
イ
居
ル
所
ナ
ル
ガ　

金
員
ヲ
要
ス

ル
問
題
ト
テ
今
日
尚
其
侭
ナ
リ
キ
、
然
ル
ニ

此
度
大
谷
仁
兵
衛
氏
ノ
発
案
ニ
テ
小
谷
口
上

ノ
丘
ニ
新
築
セ
ヨ
費
用
ノ
大
部
分
ヲ
補
助
ス

ル
ト
ノ
申
出
ニ

　

当
区
民
相
談
シ
直
ニ
之
ニ
応
ジ
タ
リ
キ

　

初
メ
大
谷
氏
ハ
木
造
校
舎
ノ
計
画
ニ
テ

当
区
民
モ
亦
（
ま
た
）
之
レ
ガ
用
材
ヲ
集

ム
ル
ニ
意
ヲ
用
ヒ
タ
リ
、
然
ル
ニ
大
谷
氏
ノ

心
変
リ
テ
洋
館
建
ノ
校
舎
ノ
必
要
ヲ
説
カ
レ

（
略
）････

大
正
十
年
七
月
二
十
四
日
地
鎮

祭
ヲ
行
ヒ
直
チ
二
工
事
ニ
着
手
セ
ラ
レ
タ
リ

シリーズ⑤郷土高島の先人に学ぶ 郷
里
に
関
西
一
の
分
教
場
を
寄
付

　
　
　
　
『
大
谷
仁
兵
衛
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
広
報
委
員
会
）

校舎お別れ会　S53（『区誌 椋川』より）

大谷仁兵衛氏（『区誌 椋川』より）



　

新
規
賛
助
会
員

◎
川
島
酒
造
株
式
会
社
（
新
旭
町
旭
）

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
ウ
ェ
ス
ト
レ
イ
ク
ホ
テ
ル
可
以
登
楼 

○
株
式
会
社 

大
山
建
設

○
株
式
会
社 

桑
原
組 

○
有
限
会
社 

宏
和
商
事

◯
税
理
士
法
人
・
小
畑
会
計
事
務
所

○
有
限
会
社 

白
浜
荘

○
社
会
福
祉
法
人 

新
旭
み
の
り
会

○
ソ
エ
ダ 

株
式
会
社 

○
株
式
会
社 

Ｔ
Ａ
Ｄ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

○
鉄
屋
商
事 

株
式
会
社

○
株
式
会
社 

戸
井
薬
局 

○
と
も
栄 

藤
樹
街
道
本
店

○
中
村
印
刷 

株
式
会
社

○
株
式
会
社 

中
村
測
量
設
計 

○
ニ
ッ
ケ
イ
工
業 

株
式
会
社

○
八
田
建
設 
株
式
会
社

○
有
限
会
社 

馬
場
塗
装

○
三
田
村
印
刷 

株
式
会
社　

  

○
有
限
会
社 

綿
庄
食
品
店  　
　
（
五
十
音
順
）
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縄
文
杉
の
生
命
力
は
ど
こ
か
ら
？

　

八
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
大
捜
索
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
！
屋
久
島
伝
説
の
超
巨
大
杉
」
を
見
ま
し

た
。
世
界
遺
産
・
屋
久
島
の
象
徴
で
あ
る
所

謂
「
縄
文
杉
」。
そ
れ
に
勝
る
未
発
見
の
超

巨
大
杉
を
最
新
科
学
で
捜
す
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
番
組
の
中
で
、
気
に
な
っ
た
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

岩
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
生
え
る

屋
久
杉
を
見
な
が
ら
、
新
潟
大
学
教
授
崎
尾

均
さ
ん
が
語
ら
れ
ま
し
た
。「
土
壌
が
な
い

か
ら
成
長
が
う
ん
と
遅
い
」「
そ
の
遅
い
の

が
逆
に
年
輪
が
緻
密
に
な
っ
て
腐
り
に
く
い

幹
を
作
る
」
と
。

　

特
に
「
縄
文
杉
」
は
、
高
さ
約
二
十
五
ｍ
、

幹
周
十
六
ｍ
、
推
定
樹
齢
二
千
～
七
千
二
百

年
と
の
こ
と
で
す
。
七
千
二
百
年
、
こ
の
地

球
上
で
一
個
体
が
こ
れ
だ
け
長
く
生
き
延
び

て
き
た
例
は
、
他
に
な
い
で
し
ょ
う
。
縄
文

の
時
代
か
ら
現
代
ま
で
生
き
通
す
と
い
う
も

の
で
す
。
そ
の
生
命
力
は
ど
こ
か
ら
来
る
の

で
し
ょ
う
。

　

普
通
、
堆
積
や
浸
食
等
を
く
り
返
す
地
表

が
、
数
千
年
も
杉
を
支
え
ら
ま
せ
ん
。
地

表
が
変
わ
り
に
く
い
岩
か
ら
成
る
屋
久
島
で

は
、
杉
は
養
分
を
求
め
て
岩
の
あ
ら
ゆ
る
隙

間
に
根
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
、
じ
っ
く
り
緻
密

な
年
輪
を
刻
み
ま
す
。
毎
年
、
夏
の
暑
さ
と

湿
気
と
数
々
の
台
風
に
耐
え
て
、
一
段
と

「
根
」
を
張
り
続
け
ま
す
。
人
間
に
と
っ
て

の
「
根
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。（
Ｈ
・
Ｍ
）

　

あ 

と 

が 

き

　　

 

儒
式
祭
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本　
義
雄

　

儒
式
祭
典
は
毎
年
九
月
二
十
五
日
に
、

わ
が
国
で
は
珍
し
い
文
公
家
礼
（
宋
の
時

代
に
書
か
れ
た
儒
家
の
礼
儀
作
法
の
本
）

に
よ
り
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る
。

　

藤
樹
先
生
の
命
日
は
八
月
二
十
五
日
で
、

明
治
の
初

め
ま
で
は

こ
の
日
に

行
わ
れ
て

い
た
。
明

治
に
な
っ

て
暦
が
太

陽
暦
に
改

め
ら
れ
た

り
、
生
徒

た
ち
が
参

拝
る
よ
う

に
な
っ
て
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

か
ら
九
月
二
十
五
日
に
例
祭
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
記
録
に
あ
る
。

　

儒
教
に
お
け
る
「
死
」
は
、
肉
体
の
呼

吸
停
止
が
始
ま
る
（
心
臓
死
を
意
味
）
と

一
致
し
て
い
た
魂
（
こ
ん
）
と
魄
（
は

く
）
と
が
分
離
し
、
魂
は
天
上
に
魄
は
地

下
へ
と
行
く
。
こ
れ
が
死
で
あ
る
。
礼
制

と
し
て
三
年
の
喪
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

（
論
語
の
陽
貨
編
に
あ
り
）
三
年
の
実
態

は
二
十
五
ヶ
月
で
あ
る
。
そ
の
二
十
五
ヶ

賛
助
会
員
一
覧

月
と
は
足
か
け
で
あ
る
か
ら
満
二
年
プ
ラ

ス
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
儒
教
で
は
、
死

後
の
日
数
の
数
え
方
は
死
の
前
日
か
ら
数

え
る
。
（
礼
記
、
曲
礼
上
編
）
三
年
の
喪

と
は
、
満
二
年
目
の
忌
日
と
い
う
こ
と
で

決
し
て
満
三
年
で
は
な
い
。
仏
教
も
こ
の

数
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

藤
樹
全
集
に
よ
る
と
、
延
享
四
年

（
一
七
四
七
）
藤
樹
先
生
百
年
祭
を
修

む
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
藤
樹
先

生
百
五
十
年
祭
を
修
む
。
光
格
天
皇
か

ら
「
徳
本
堂
」
の
堂
号
を
賜
る
。
明
治
維

新
怱
忙
の
際
に
あ
っ
て
も
藤
樹
先
生
に
対

す
る
敬
虔
の
念
、
少
し
も
変
わ
る
こ
と
な

く
祭
祀
執
り
行
わ
れ
た
。
明
治
三
十
年

（
一
八
九
七
）
藤
樹
先
生
二
百
五
十
年
祭

修
む
。

良

知

館

通

信

⑥

　

藤
樹
先
生
二
百
五
十
年
祭
式

　

右
百
五
十
年
及
二
百
年
度
の
儀
式
を
遵
守
す

而
る
に
其
装
飾
舗
設
作
法
細
部
等
詳
か
な
ら
ず

因
て
今
、
京
都
明
倫
舎
の
恒
式
を
酌
量
し
以
て

草
す
る
も
の
な
り
但
餞
品
に
至
り
て
は
時
宜
に

従
ひ
国
禮
に
拠
る
と
云
う
。
明
治
三
十
年
八
月

出
雲
路
興
通
と
あ
る
。
二
百
五
十
年
祭
よ
り
、

口
伝
か
ら
現
在
行
わ
れ
て
い
る
祭
式
が
定
ま
っ

た
。
又
本
年
は
三
百
七
十
年
祭
と
な
る
。


